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■クレーン部主要諸元
●クレーン性能

し

最 大 定 格 総 荷 重

932mブ ーム 25 000kg×35m(7本 掛 )

1642mブ ーム 19 000kg×40m(6本 掛)

2352mブ ーム 12.500kg×50m(4本 掛)

3062mブ ーム 7 000kg×80m 4本 推卜)

75mジ ブ 3 000kg(1本掛

120mジ ブ 2,000kg(1本 掛

補助シーブ 4 000kg(1本 掛

主 フ ー ム 長 さ 932m～ 3062m

ジ ブ 長 さ 75m/120m

フック最大地上揚程
主フック 319m

ジブフック 436m

最大作業半径
ブーム 282m

ジブ 355m

巻上□―プ速度
主巻 125m/mn(4層 目)

補巷 103m/mn(2層 目)

ブ ー ム 伸 長 速 度 90 0 sec/213m

ブ ー ム 上 げ 速 度 48 7 sec/0°- 823・

旋 回 速 度 2 81min l12 81rpml

●クレーン部主要機構

主 ブ ー ム 形 式
箱型4段式、2段単独伸縮.34段同時伸縮

ワイヤロープ併用油圧伸縮式

ブ 形 式

W

圧縮トラスおよび箱型2段引出し式パワーセットジブ

標準ジブ:3段可変傾斜式(5°/25°/45°)

スカイチルトジブ(オプション):油圧無段階傾斜式(3・～45°)

ブ ー ム 起 状 装 置 複動油圧シリンダ直押式(1本)

巻 上 装 置 油圧モータ駆動平歯車減速式,自動ブレーキフリーフォール付独立ウインチ2基

旋 回 装 置 油圧モータ駆動遊星歯車減速機,ネガブレーキ付半フリー ロック切換式

ア ウ トリガ

形式 全油圧式H型 または X型

張出幅
H型 :63m/59m/50m/36m/22m

X型 :63m/59m/50m/36m/31m

●ワイヤローフ

主 呑 用 IWRC 6× 日(29)難 撚性 φ16mm× 170m

補 巻 用 IWRC 6× Ws(26)難 撚性 φ16mm× 92m

●油圧装置

油 圧 ボ ン フ 形 式 2連可変プランジャ+3連ギヤ

作 動 油 タ ン ク 容 量 380L

●安全装置

過負荷防止装置 (自動停止),過巻防止装置(自動停止),旋回自動停止装置,作業領

域制限装置,マルチディスプレイ(含 後方確認カメラ,ドラム監視カメラ),アウトリガ

張出幅自動検出装置,作業用補助ブレーキ,旋回警告灯,乗降遮断式レバーロック,チ

ェック&セイフティモニタ,玉掛ワイヤ外れ止め装置,油圧安全弁,ブーム伸縮保安装

置ブーム伸縮順序誤動作防止装置(誤動作自動停止),ブーム起伏保安装置,巻上保

安装置,巻上ドラムロック装置,フリーフォールインタロック装置,アウトリガ保安装置

■キャリヤ部主要諸元
●キャリヤ性能

最 高 走 行 速 度 49km/h

坂 力 tanθ 0 57(30・)

最    小

回 転 半 径

2輪 操向 84m

4輪 操向 50m

エ ン ジ ン

型式 三菱6M60‐TLE2A

種類 水冷4サイクル直列6気筒インタークーラターボ付直接噴射式ディーゼル

総排気量 7545L

最大出力 200kW/2 700m nl1272PS/2,700rpml

最大トルク 785N m/1 400min 1180kgf m/1400「 pml

●キャリヤ主要機構

走 行 駆 動 方 式 4輪駆動(4×4)2輪 駆動(4×2)切換式

変 速 機 形 式

3要素1段2相ロックアップ付

手動および電子制御フルオートマチック

前進3段 後進1段(High/Low切換付)

車 軸 お よ び懸 架 方 式 全浮動式八イドロニューマチックサスペンション

ステアリング
形式

全油圧パワーステアリング

非常用ステアリング装置 逆ステアリング補正装置付

モード ノーマル(前2輪),クランプ(4輪),クラブ(4輪).リヤ(後2輪)

ブレーキ形式

主ブレーキ 空気油圧複合式4輪ディスクブレーキ

補助ブレーキ
トルコンロツクアツプ連動電子制御排気ブレーキ

ADS,推進軸制動渦電流式リターダ(オプシヨン)

駐車ブレーキ 推進軸制動内部拡張式,作業用補助制動装置付

タ イ ヤ サ イ ズ 385/95R25 170E ROAD

燃 料 タ ン ク 容 量 300L

●安全装置

非常用ステアリング装置,リヤステオートロック,サスペンションロック装置,エン

ジンオーバーラン警報装置,チエック&セイフテイモニタ,ブームミラー,バックブ

ザー

●走行時寸法

全 長 10 990mm

全 幅 2 620mm

全 3 475mm

ホ イ ー ル ベ ー ス 3 500mm

ト レ ツ ド 2170mm

フロントオーバー八ング 5 380mm

リアオーバー八ング 2110mm

●車両総重量

車 両 総 重 量 26 495kg

一則 重 13 250kg

後 重 13,245kg

●乗車定員

l名

単位は国際単位系のS単 位表示で |1内は従来表示です
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■最小直角通路幅

●前2輪 ステアリング

Rl=最小回転半径………… 840m
R2=最外輪端回転半径…… 858m
R3=車体回転半径………… 939m
R4=ブーム先端回転半径¨1122m
A=入 口通路幅 ……………461m
B=車 輸出口通路幅 ………461m
C=車 体出口通路幅 …… 542m
D=ブ ーム先端出口通路幅…725m

、躍″鷹『重][曇ぃd
O定 格総荷重は、水平堅土上において機体を水平に設置した状態で転倒荷重の78%を 越え

ない値に基づくものであり、かつ移動式クレーン構造規格第14条においえる前方安定度

も満足する値で、フックおよび玉推Hナワイヤ等の質量を含んでいます。匡コの部分は機械

の強度によつて定められ、他は機械の安定によって定められています。

定格総荷重を吊る場合にも風の影響、地盤の状態、作業速度、その他安全に有害芯状況が

ある時は、オペレータは荷重の軽減、作業速度を遅くするなど状況に応じた判断をする責

任があります。

②定格総荷重におしヽて空欄となつている部分では作業を行うことはできません。また、ブー

ムを最小角度以下に倒しますと無負荷で転倒する恐れもありますので、十分注意してくだ

さい。

Oブ ームの長さが、規定の長さを越える場合には、規定の長さまたは1段上のブームの長さ

のいずれか、小さい方の定格総荷重で作業を行つてください。

④補助シーブの定格総荷重は、主ブームの定格総荷重から25tフックの質量(200kg)を 差

し引いた値と等しく、かつ限度を4 000kgと します。

⑤作業半径とよ、旋回中心より吊り上げ荷重の重心までの水平距離を意味します。

⑥作業半径は、ブームのたわみを含んだ実際の値に基づいてしヽますので、必ず作業半径を

基準として作業を行つてください。

②フックの種類と質量は下表の通りです。

フックの種類 25t

質量 200kg 70kg

フックの最小巻掛本数は、ワイヤロープー本当たり4,000kgを 越えない範囲で決定しま

ヽ口すが、各ブーム長さに対する標準巻掛本数は下記の通りです。

ブーム長さ 932m  1 1642m 1 2352m 1 3062m 補助シーブ

使用フック 25tフック 40tフック

巻 掛 数 7 6 4 4 1

[アウトリガ使用時について]

①アウトリガ最大出張幅は63m、 中Fo5張出幅は59m、 50mお よび36mで す。また、アウ

トリガ最小張出幅はH型アウトリガの場合22m、 X型アウトリガの場合31mで す。

②アウトリガ張出状態によつて、側方域での吊り上げ性能は異なります。左右前後で張出幅

が異なる場合は、右側領域でよ右側前後で張出幅が少ない方、左側領域で|よ左側前後で

張出幅が少ない方の定格総荷重で作業を行つてください。

前方、後方領域での吊り上げ性能は、アウトリガ最大張出の定格総荷重で作業を行つてく

ださい。

ただし、過負荷防止装置が側方領域で表示する定格総荷重は、アウトリガ最大張出幅以外

では計算により、前方、後方から側方領域へ連続的に変化するようにしています。

前方領域 後方領域

(注)本図の数値は計算値です。

③ジブ作業においては、ブーム角度を基準として行つてください。なお、作業半径|よブーム長

さ30 62mlに ジブを装着した場合の参考値を示しています。

④ジブ作業を行う場合は、ジブの定格総荷重より40tボ ールフックおよび玉llHすワイヤ等の

質量を差し引いてください。

⑤ジブを張出したままでブーム作業を行う場合よ、主ブームの定格総荷重から吊り具等の質

量のほかに1段ジブ張出時1 550kgぉ ょび2段ジブ張出時1,750kgを 差し引いてくだ

さい。

⑥ジブを張出した状態で補助シーブを使用しないでください。

②操作ミスなどによる吊り荷の落下を防ぐため、クレーン作業では自由降下作業よ行わない

でください。

③斜め方向(アウトリガ方向)での吊り上げ作業で、条件によつて吊り荷と対角側のアウトリガ

フロートが浮く場合があります。これはキャリアフレームの捩れ剛性やタワミ等によるも

のであり、安定度を失つたものでよありません。本機は定格総荷重内の作業においては、水

平堅土上において機体を水平に設置した状態で安定度よ確保されています。斜め方向(ア

ウトリガ方向)とは、①～④の方向です。
●        ②

団
図

□

[アウトリガ不使用時]

①定格総荷重は、水平堅土上においてタイヤの空気圧が規定圧で、かつ、サスペンションシリ

ンダを最も縮小にした場合に本機の保証できる最大荷重を示しており、フックおよび玉掛

けワイヤ等の質量を含んでいます。Eコ の部分は機械の強度によつて定められ、他は機械

の安定によつて定められています。*タイヤ規定空気圧 900kPa〔9 00kg/cm2)

②前方性能の側方性能とで定格総荷重が異なります。前方領域から側方領域へ旋回する場

合には、過荷重になる恐ねがありますので十分注意してください。

前方領域

オンタイヤ 定置吊り 走行吊り

領域α
°

l 1

③ジブ作業、自由降下作業は行わないでください。

④定置吊り作業は、パーキングブレーキおよび作業用補助ブレーキを効かせた状態で行つて

ください。

⑤走行吊り|よ、八イ、□―切替えスイッチを□一レンジにして行つてください。

⑥走行吊りは、荷が振れないように地面近くに保持し2km/h以下にて行つてください。特に

コーナリング、急発進、急制動に注意してください。

②走行吊り中には、クレーン作業は行わないでください。

●4輪 ステアリング

Rl=最 小回転半径 ……………500m
R2=最 外輪端回転半径 ¨̈…518m
R3=草 体回転半径 ………… 61lm
R4=ブ ーム先端回転半径 … 81lm
Al=車 輸入口通路幅 ……… 319m
A2=車 体入口通路幅 ………443m
B=車 輸出口通路幅 ………319m
C=草 体出口通路幅 ………443m
D=ブ ーム先端出口通路幅…657m

PnNT閲 □R《 o′ 2月①

●後 2輪 ステアリング

Rl=最 小回転半径 ………… 840m
R2=最 外輪端回転半径 … 858m
R3=車 体回転半径 …̈………951m
R4=ブ ーム先端回転半径 … 875m
Al=車 輸入口通路幅 …… 421m
A2=車 体入口通路幅 ………513m
C=車 体出口通路幅 … … 513m
D=ブ ーム先端出口通路幅…590m

アウトリガ張出状態 中間張出(59m) 中間張出(50m) 中lo5張出(36m)
最」ヽ張出

(H型アウトリガ22m)
(X型アウトリガ31m)

前方領域 α
H9°

X16・

後方領域 β
° H7°

X14・

RK250-6「



■定格総荷重 (単位:t)

●主ブーム/アウトリガ使用時

PΠ 漸 閲ER αGン 2E①

アウトリガ最大 (63m)張 出 (全周 ) アウトリガ中 間 (59m)張 出 (側方 ) アウトリガ中 間 (50m)張 出 (側方 )

焉 932 1642 2352 3062 932 1642 2352 3062 932 1642 2352 3062

25 2500 900 2500 900 2500 900

2500 900 2500 900 2500 900

35 2500 900 1250 25U0 900 250 2500 900 250

4 2300 900 ]250 2300 900 250 23U0 900 250

45 2120 800 1250 2120 800 250 つ12∩ 800 250

5 940 6フ 0 1250 フ OO 1940 6フ O 250 700 1840 670 250 700

55 780 560 1185 700 1780 560 185 700 1540 Э ∪∪ 185 700

60 630 46C 1]20 フ 00 1630 460 120 700 1300 1260 120 フ OO

510 380 1060 フ OO 1510 380 060 フ 00 1120 1075 060 フ OO

69 86∩ 320 1020 700 860 320 020 フ OO 860 970 015 フ OO

フ 300 1010 700 265 010 700 935 010 フ OO

75 220 960 700 095 960 フ OO 820 890 700

80 090 910 700 965 9110 700 730 フ 95 700

865 820 640 フ 60 820 640 585 645 640

100 フ 05 フ 40 590 620 690 590 475 535

1 585 65U 535 510 580 535 390 450 480

120 495 0つ ∪ 490 430 495 490 330 380 41

130 420 475 450 370 425 45∩ 275 325 355

1 390 440 430 340 400 425 245 300 330

140 370 4]O 415 32U 375 395 230 280 1

36U 385 325 340 245 270

160 315 345 280 300 210

170 280 305 245 265 80 210

1 245 270 215 235 55 18〔

190 215 245 190 2]O 35 1

190 220 165 90 15 140

210 170 195 150 70 095 1

211 170 19 150 70 095 120

175 50 105

240 140 15 フ 5

115 090 050

280 095 065

09b ∩ 65

′| ブヽーム角度 0° 0° 0。 ∩
°

η
°

1つ
°

0° C 4°

祀

アウトリガ中 間 (36m)張 出 (側方 ) アウトリガ中間 (31m)張 出 (側方 )X型 アウトリガ最小 (22m)張 出 (側方 )H型

~~竃
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■定格総荷重 (単位it)

●主ブーム/アウトリガ不使用時

PnNTttER αGン 2E①

り  (2km/h以 下 )

作 業

し

RK250-6「 万
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■定格総荷重 (単位it)

●ジブ(チルトジブの最小オフセット角度は3～5°になります。)

PnNT開 □Rα 衝ン 2CO

アウトリガ最大 (63m)張 出(全周)

75mジ フ 120mジ ブ

不
5° 25° 45・

恣
5・ 25° 45・

作業半径
(m)

定格総荷重
作業半径
(m)

定格総荷重
作業半径
(m)

定格総荷重
作業半径
(m)

定格総荷重
作業半径
(m)

定格総荷重
作業半径
(m)

定格総荷重

53 300 7 2 0 97 44 823° 69 200 08 137

70 300 96 2 0 12 44 800・ 88 200 25 25 152 00

06 300 28 0 41 35 750° 26 200 60 18 184 00

300 3フ 2 0 52 33 フR5° 36 87 70 15 193 00

300 52 2 0 65 30 720° 47 75 79 ρ01 097

2 gQ 58 2 0 71 28 710・ 53 70 86 10 207 095

63 2 0 76 127 690° 67 58 98 06 218 091

67 25∩ 86 88 97 123 650° 93 40 222 01 240 084

84 225 2 74 211 l Pl 600° 224 20 251 094 265 074

95 210 212 65 221 120 RR∩
°
253 10 277 088 288 064

216 62 232 48 239 1 8 530° 264 06 287 085 297 060

222 51 236 4C 243 フ 520・ 270 098 292 084 301 O b8

530°

520°

232

236

31

22

246

250
一

３

６

２

１

252

つヽ R

]

1

６

３

510°

500°

275

281

091

085

297 082 305

309

316

５６

一

∩
】
∩077

0° 246 07 259 01 264 100 480° 291 073 R10 068

255 093 268 087 271 087 450・ 305 059 323 054 Rρ 7 045

4 269 074 280 070 282 070 400° 328 044 342 038

289 050 298 046 370° 340 036 352 030

37 300 039 307 034 860° 344 033 355 027

360・ 303 035 311 031 350° 348 031

350・ 307 032 313 028

0・ 310 030 316 026

316 026

32° RZl° 最小ブーム角度 5・ 4

アウトリガ中間(59m)張 出(

75mジ フ

650°

620°

600°

580°

550°

4

45

420°

400°

390・

作業半径
(m)

作業半径
(m)

120mジ ブ

定格総荷重

052

038

アウトリガ中間(50m)張 出 (側方)

75mジ ブ 120mジ ブ

恣
5° 25° 45°

不
5° 25° 45°

作業半径
(m)

定格総荷重
作業半径
(m)

定格総荷重
作業半径

(m)
定格総荷重

作業半径
(m)

定格総荷重
作業半径
(m)

定格総荷重
作業半径
(m)

定格総荷重

300 79 97 44 823° 69 8 137 00

70 300 96 2 0 112 44 800° 88 200 5 25 152 00

107 300 28 210 141 35 750° 26 200 0 18 184 00

300 37 2 0 152 33 735 36 87 0 15 193 00

7 25 300 46 2 0 160 31 720° 47 75 179 201 097

71 32 300 52 2 0 165 30 710° 53 70 6 10 207 095

38 290 58 2 0 1 28 700° 1 64 2 08 213 93

44 2182 63 210 6 27 690° 67 58 8 06 218 0(

7 206 86 197 23 650・ 93 40 222 01 240 084

172 96 150 206 21 An∩
。
206 ρ 234 098 250 080

132 212 116 01 620° 212 ρ8 240 097 255 078

206 107 222 096 230 088 10° 218 16 245 095 260 076

222 076 236 070 P48 068 600° 224 05 088 265 074

236 053 250 047 256 046 580° 236 084 262 072 275 070

246 039 259 035 264 034 550° 253 060 277 052 288 0

250 033 263 029 267 029 520° 270 040 292 035 301 034

254 027 500° 280 28 301 025 309

ブー 4 49° 49° Jフヽーム角度 5C 50° 50°

¬  RK250-6



PnNTttERく ァ
イ250

作業半径
(m)

■作動範囲図
(チリレトジブの最小オフセット角度は3～5°に

し  '

V

地
上
揚
程

地
上
揚
程

ｍ

(注)本図はブームおよびジブのたわみを含んでいません。
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■特殊アタッチメントについて

本機は、下記相当能力のアタッチメン トの使用を想定しています。

●バイブロハンマ作業

ノヽイブロ(例 起振力 机 杭長さ 杭質量 ブーム長 作業半径

電動バイブロ 369kN 鰤理
12m 075t

４ｍ
下

６
以

60m
以下

油圧バイブロ 31 8kN
鋼矢板
Ⅱ型

8m 04t
４ｍ
下

６

以
70m
以下

〈注意〉

●バイブロ八ンマは必ず、定格総荷重内で使用してください。

●杭の打ち込み時は (フック質量+杭 質量十バイブロ八ンマ質量+バ イ

ブロ八ンマの起振力×1/6)が 、クレーンの定格総荷重以下になるよ

うにしてください。  、

●杭の引き抜き時は (フック質量十杭質量+バ イブロ八ンマ質量+バ イ

ブロ八ンマの起振力×1/4)が 、クレーンの定格総荷重以下になるよ

うにしてください。

●バイブロ八ンマによつては、クレーン本体と共振し大きな振動を引き

起こす場合が有りますので、このような場合は、直ちに使用を中止し

てください。

偏心重錘を持つ電動型のバイブロは、必ず緩衝装置と急停止装置のつ

いた物を使用してください。

それぞれの表に示した指標を守つて作業してください。

●オーガ作業

〈注意〉

●ブームの損傷を防止するため、起伏下げ、または伸縮縮み操作による無理な押し

付け作業はしないでください。

●特殊アタッチメントを使用する場合は、ブーム先端固定 (オプション)の 装着が

必要です。

■クレーン操作方式/レ バー、ペグル類配置図

標準方式 (lSO方 式) オプシヨン方式 サードドラム(オプシヨン)仕様方式

キ一　
　
　
　
‐

ル
　

一

●スプリングリターンとは、レバーから手を離すと自動的に中立位置に戻る機構のことです。

●ディテントとは、レバーから手を離すとそのままの位置で保持される機構のことです。

●主巻と補巻のレバー/操作ペダル/ブレーキペダルの位置の交換も可能です。

■運転および作業に必要な資格
●全装備 (車検登録質量)で基本通行条件のC条件適合車です。

●道路の通行には、道路法による通行許可と、道路運送車両法による保安基準の緩和の許可が必要です。

●道路の走行には、大型特殊自動車運転免許証が必要です。またクレーン作業には、移動式クレ
ーン運

転士免許証が必要です。

●くい打機およびくい抜機等の基礎工事用として使用する場合は、労働安全衛生法による車両系建設機

械運転技能請習修了証が必要です。

■お問い合わせは

RK250-6 SPEC‐3(この仕様は予告なく変更する場合があ|ります)060402S

本機のご使用にあたつては取扱説明書を必ずお読み下さい。
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コベJレコロレーコ株ゴ会社
本社/〒 14卜 8626東 京都品川区東五反田2 803-5789-2130

北海道 80113771902宮 城 80223241482東 京 80357892125

市 り‖ 8047-328-431l Jヒ 陸 8076-466-3900 東 海 B052-6031205

近 畿 80664142103中 国 80828103880九 州 B0925033329

オーガ(″じ 掘削トルク モンケン リーダ長
アタッチメント

総質量
ブーム長 作業半径

電動オーガ 15 2kN m
以下

質量2t以下
客下ストロークlm以下‐８ｍ肝

９。ｔ
肝

200m

以下

70m

以下

油圧オーガ
26 6kN m

以下

質量2t以下
落下ストロークlm以下

‐８ｍ
肝
９。ｔ
肝

200m

以下
70m

以下

■標準装備

標準ジブ

補助シーブ

25tフ ック

40tボ ールフック

ナイロン製補助シーブ

ワイヤ緩み防止装置:補巻用

オイルクーラ

アクセリレコントロールダイヤリレ

液晶マルチディスプレイ

後方確認カメラ

ドラム監視カメラ

過負荷外部表示灯:角型3色灯

ワンウェイコール

130F51バ ッテリ

標準付属工具および給脂器具

工具箱 (左下部)

エアコン

ホット&ク ールボックス

ラジオ(FM/AM)

適用型式:RK250‐ 6




